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E-吉昭 )2+ 誓iq2十 宅 錆 qf+ q2十 普 -qlq2] (9)
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<Lz> - く せp,e=1/2JLzIQrp,e=1/2> (ll)
- lnfl(-1,na2n,p]=, p-1,2,3,･･･ (12,
の振舞が振動的になることを指摘した.ここで振動状態はe-1/2である｡また､三は角
運動量演算子を電子状態x+,x_で挟んだときの行列の対角要素を表している(すなわち
=-<x+lLzlx+>--<x｣Lzlx->)｡式(12)an,pは固有ベクトルp番目の調和振動子
関数に対する成分である｡ここでは､非調和項(3回対称場)の影響で軸対称性が破られる
ことにより角運動量<Lz>は良い量子数ではなくなる｡この場合それぞれのp準位につ
いて軌道角運動量の期待値は次式のように定義することができる｡
gp-l写写(~1)nae2/,n,pI, p-1,2,3,.''
(13)
ここでe′は3回対称場によって混じってくるe士3に対応している.図6にgpのp依存性
を様々なbに関して示したOここにはWashimiyaによって発見されたb-0での規則的振
動の振舞も示してある｡これらの特徴はpに対するそれぞれの固有状態におけるnの偶数
と奇数のそれぞれの構成する要素の干渉効果によるものと思われる｡
g-va一uewithTrigonalfield(l=1n)
図 6‥Washimiya振動と3回対称場の影響
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3回対称場を与えると､g因子の振動は非規則的になり一般にgpは減少する｡これは干
渉によるキャンセル効果である.p-9のときのキャンセル効果をみると3回対称場がな
いときと比べて明らかに減少しているop-8の場合はそれほど違いが見られない｡p-3
-7の振舞は複雑であるが､特に､p-2のときの固有状態はそれほど違いはない｡p-20
あたりまで来ると電子の軌道角運動量は完全に消失している｡ここでは3回対称場による
角運動量の消失が完全に起こっていると考えられる｡
5 まとめ
本稿では､ヤーンテラー系の量子カオスを考察した｡非調和項が無い場合､系は可積分
系であり､量子系の準位統計はPoisson型となる｡非調和項がある場合は､古典論では､カ
オスと規則軌道の共存する混合系である｡しかし非調和項の強さが十分大きい場合､相空
間を占有する軌道がほとんどカオス的であるため､対応する量子系の準位統計がWigner
型であることがわかった｡また､ここでは錯体常磁性に関与するg因子の振動に与えるカ
オスの効果を解析し､g因子の振動構造の抑制や不規則振動の発生を示して議論したO
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